
2020年東京オリンピック・パラリンピックまであと3年になりました。
羽田空港がある大田区の商業・サービス事業者の皆様にとっ
て、国内外からの来訪者をターゲットとした事業展開を行う
チャンスとなっています。今号の「あきnow」は（公財）大田
区産業振興協会の支援事業を活用し、成長に繋げた大
田区内の事業者様にお話を伺いました。お店を「良くし
て」・「知らせて」売れる店にするために、当協会の事業を
ご活用ください。

3	株式会社エッグセレント
	 東京都大田区羽田空港 3-4-2
	 第 2 旅客ターミナル B1　
	 TEL:03-6428-9089

4	有限会社谷口商店
	 東京都大田区蒲田 3-17-16　
	 TEL:03-3735-0123

5	株式会社守半海苔店
	 東京都大田区大森北 1-29-3　
	 TEL:03-3761-4077

6	株式会社都MIYAKO　
	 催事出展の様子
	 東京都大田区羽田 3-17-6　
	 TEL:03-3741-1275

「大田のお土産 100 選」
地域の誇りを区内外に向けて

「賃貸事業所賃料助成」で
　経営の安定化を図り
　　　複数の店舗出店を狙う

フードビジネス商品
磨き上げ事業

　　　～食品事業者の
　　　　　　商品開発・改良を
　　　　　後押しします～
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大田区産業振興協会の
事業にご関心のある方

http://www.pio-ota.jp/ 

「あき now」 についてのお問い合わせ

大田区産業振興協会事業のご紹介
大田区産業振興協会では、様々な商業・サービス業向けの事業をご用意しております。

「お店の魅力をアップしたい」「人材を確保したい」等、皆さまの声に応える事業をご案内します。

株式会社Torch.company

大田区産業振興協会
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貴店の魅力を教えてください
OTA! いちおしグルメ　表彰候補店募集
応募部門は２つ。料理・店舗の雰囲気・サービスなどあらゆる面で

高品質の「総合部門」と、味や独創性に優れた「こだわり部門」が
あります。表彰店舗はリーフレットと特設ホームページでPRします。

対象 大田区内の飲食店
締切 5月31日（水）
担当 商い・サービス産業担当　☎03-3733-6401
HP http://www.pio-ota.jp/ichioshi/2017bosyu.html

申込方法 申込書と写真（外観・内観）をお送りください

社長！その悩みを解決しませんか？
ビジネスサポート相談
経営や商売上の問題・課題が生じたらご利用ください。約 100人

のビジネスサポーターの中から相談内容に相応しい専門家が無料でア
ドバイスを行います。

対象 大田区内の中小企業・個人事業主・有限責任事業組合等
時期 通年
担当 経営サポート担当　☎03-3733-6144
HP http://www.pio-ota.jp/business-consulting/business-support-services.html

申込方法 申込書を郵送またはFAX

人材確保に福利厚生の充実を
大田区勤労者共済
大田区勤労者共済は、余暇を楽しむ様々なサービスや各種慶弔見

舞金によって中小企業で働く方の福利厚生を応援します。

対象 大田区内の中小企業・自営業の事業主と従業員、 
区外中小企業で働く区民

時期 通年
担当 勤労者共済担当　☎03-3733-6107
HP http://www.pio-ota.jp/fureai/
会費 入会金200円　月会費500円

ホームページ・パンフレットデザインはお任せください
デザイン工房
デザイン工房はデザインを専門とする相談員が皆様の PRツール作
成のお手伝いをします。

対象 大田区内の中小企業・個人事業主
時期 毎週火・水・金（10:00～11:45/13:00～14:45/15:15～17:00）

相談料 1回5,400円
担当 経営サポート担当　☎03-3733-6144
HP http://www.pio-ota.jp/pr/pio-design-workshop.html

申込方法 電話にて予約

お客様に直接コンタクト
おおた商い（AKINAI）・観光展 2017
大田区の商店・企業・団体を中心に、「商い・観光・匠」といった

大田区の魅力を来場者に紹介する展示会です。
対象 食品・日用品等の生産・販売を行う大田区内の商店・企業
時期 5月～7月に募集　※10月14日（土）・15日（日）開催

担当 商い・サービス産業担当　　☎03-3733-6401
HP http://www.pio-ota.jp/a-fair/2017/

申込方法 申込書を郵送またはFAX

巡回訪問ご対応のお願い
あきない活性化コーディネーター巡回
商売に関するご意向や目標、お店についてお伺いします。様々な

ご相談に応じ、助言を行います。コーディネーターがお伺いした際に
は是非お話を聞かせてください。

対象 大田区内の商業・サービス業事業者
時期 通年
担当 商い・サービス産業担当　☎03-3733-6401
HP なし

申込方法 なし

その仕事　内職で！
内職相談窓口
簡易作業＝「手作業・単純作業」を、区内在住の内職希望者に任

せてみませんか？		急に作業が発生したときだけでも、長期間でも、
ご利用可能です！

対象 大田区内外の中小事業者
登録受付 月～金（祝日・年末年始を除く）　9:00～12:00 / 13:00～17:00
担当 内職相談窓口　☎03-3733-6109
HP http://pio-ota.jp/human-resources/naishoku.html

申込方法 電話またはHP

個人情報の取り扱いについて ※公益財団法人大田区産業振興協会は、各種支援事業へお申し込みの際に提出された個人情報について、以下の目的以外に利用することはございません。
・	お申し込みいただいた事業についてのご連絡　・	当協会の催す関連事業（セミナー・展示会等）のご案内

地域型産業推進課　商い・サービス産業担当
TEL:03-3733-6401
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大田のお土産 100選 「賃貸事業所賃料助成」で
経営の安定化を図り複数の店舗出店を狙う

新規事業のご紹介

フードビジネス商品磨き上げ事業
～食品事業者の商品開発・改良を後押しします

「これぞ大田のお土産！」という製品・商品を選ぶ！　（公財）大田
区産業振興協会では、平成 28年度から【大田のお土産 100選】表彰
事業を実施しています。大田のお土産にふさわしい製品・商品を選定
し、区内外へ広く PRを行い、地域経済の活性化と賑わいの創出に繫げ
ることが目的となっています。今回は JR 蒲田駅の商業施設で開催され
た即売イベントを中心にレポートいたします。

「賃貸事業所賃料助成」は大田区内で創業期の経営を安定させるために賃貸事業所の賃料の一部を助成する制度です（月額賃料
の 1/3、限度 4万円。区内商店街空き店舗及び製造業の場合は 1/2、限度 8万円。助成期間 1年。飲食店など対象外業種あり）。
今回は当助成にお申し込みいただいた株式会社Torch.company の代表取締役CEO、川端慎之介さんから話を伺いました。

主に食品加工に携わる事業者を対
象に、首都圏のバイヤー等をアドバイ
ザーに迎え、商品に関する磨き上げ（商
品開発・改良）を主目的とした講習・
助言を行います。既存商品・資源から
新商品の開発。または、既存商品をも
とに、包装デザインや形状、
味の改良を目指します。

即売イベントは、大田区政 70 周年
記念事業として開催された「おおた
の文化フェア in グランデュオ」
の一環として 3月 1日～ 14 日
に実施されました。【大田のお
土産 100 選】を受賞した 4 事
業者が出店し地下一階の食品売
り場特設コーナーで販売。会場初
日は大田区長も会場を訪れました。

また、長期間お店を空けられない事
業者さんのために、3月 10日～ 12日の

３日間限定で 3階東西連絡通路にて商品販
売会を開催。9事業者が出品し、3日間とも完

売になりました。特に初日は開場前から長蛇の
列ができ短時間で売り切れに。期間中、区内外から大勢

のお客様が来店され、地域で愛される大田の製品・商品に対
する高い関心がうかがえました。

即売イベントに参加した「守半海苔店」は、大森で明治 34
年に開店し今年で 116 年を迎える老舗です。「大森の海苔の
歴史」を広く知ってもらうため、【大田のお土産 100選】に応
募しました。的場さんはイベントへの参加について「今までは

ほとんど催事出店をしていませんでしたが、
受賞を機に出店を決めました」とのこ
と。今後も大田区にゆかりのある
イベントに参加するなど販路
拡大を目指しています。

同じく、同会場に出店
した「エッグセレント」
の主力商品は新鮮な卵
を使った本格エッグタ
ルトです。羽田空港に店
舗を構え、大田区の町工
場で特注製造されたタル
ト型を使用して店内で焼き

上げています。今
回の出店は実演販売とし、
店舗と同じ焼きたてを提供していました。神宮司さんは「【大
田のお土産 100 選】に選ばれプロモーションの効果もあり、
来店するお客様は増えています」と効果を実感しています。

上質な甘納豆で知られる「谷口商店」のブース前は多くの人
で賑わっていました。「蒲田を心底愛している」という谷口さ
んは、「甘納豆が大田区のブランドとして認知され、PTAや敬
老会から注文が来ている」といいます。受賞特典のパネルは店
舗の目立つところに飾り、甘納豆が大田区のお土産であるこ
とを PR しています。甘納豆を通
じて「蒲田のオヤジや生産農
家のぬくもりを感じても
らえればいいね」と言
います。

コックコート姿
で立ち、主力商品の
ティラミスを販売し
ていたのは株式会社
都MIYAKO の鈴木さ
ん。店舗は穴森稲荷にあ
り、ティラミスの製造、販売
を行っています。受賞商品の「も
う一度食べたくなるティラミス」は洋生菓子で
ありながら冷凍保存ができ、自宅で食べる以外
にギフトや手土産としても適しています。「大田区で
生まれ育った私にとって、今回の受賞は特別です」と鈴木さん
は言います。

今年度も（公財）大田区産業振興協会では【大田のお土産
100 選】にご応募いただく事業者を募集しています。受賞者
には表彰特典として紹介パンフレットや特設ウェブサイト掲
載など、様々なプロモーションが行われます。さらに最優秀
賞、優秀賞、奨励賞を受賞した事業者には賞金が贈られます。

川端さんは、大学の後輩でパン職
人の松本喜樹さんと共に株式会
社Torch.company	を 2014 年
9月に設立し、現在、蒲田でベー
カリーを経営しています。会社
設立から 3カ月後の開店を計画
し、10月に物件契約と店舗デザイ

ン契約、また金融機関から融資を取り
付けました。計画通り、12 月に「Torch.

bakery」としてプレオープンし、翌年 1月にグランドオープ
ンに至りました。
川端さんは会社設立時から多店舗展開を考えており、その
ためにはベーカリーの経営を安定させることが必要でした。
そこで大田区産業振興協会の賃貸事業所賃料助成を申請しま

した。「賃貸事業所賃料助成制度により、お店の賃料を助成し
ていただくことで、経費のうち固定費を抑えることができま
す。固定費を抑えることができれば見込める利益が多くなり
再投資がしやすくなります」。
お店のオープンから 3年目に
入った今年 2月、川端さんは
大田区内で 2店舗目の開
業に向けて準備中です。
「毎年 1 店舗のペース
でオープンするのが理
想」と語る川端さん、
ますます大田区に賑わ
いをもたらす存在とな
るでしょう。

エッグタルトを
焼く型は

大田区の町工場で
作られた

谷口さんの
甘納豆には多数の
ファンがいる

Image

株式会社都
MIYAKO

「もう一度食べたく
なるティラミス」　
販売の様子

守半海苔店
「やきのり食べきり
5枚入り10パック・

巾着袋入」

株式会社Torch.company
【URL】http://www.torch.company/
【住所】東京都大田区西六郷 1-2-14
【電話】03-6424-5929

株式会社Torch.company　
松本COO（左）と川端CEO（右）

「オープン前から多店舗展開を視野に」

食品事業者が
販路拡大を見据え、
商品力・販売力の向上
を目指す事業です。

１コースにつき
１人のアドバイザーが、
それぞれ得意とする市場
をテーマに講習・助言を

行います。

食品事業者は自社の
資源や既存商品から、
商品開発・改良を
試みます。

目
　
　
　
的

ニーズに応じて
複数の

コースを用意

３回程度
バイヤー等が
講習・助言

市場に合う
商品のアレンジ

商品の採用から
継続的な取引へ

本
事
業
の
内
容

Point

申込方法、募集時期などは当協会ホームページよりお知らせします。募 集 時 期

ものづくり・イノベーション推進課　イノベーション創出担当　TEL：03-3733-6294お問い合わせ

5月31日締切。詳細はhttp://www.pio-ota.jp/news/2017/03/post-305.html募 集 時 期

地域型産業推進課　地域産業プロモーション担当　TEL：03-3733-6476お問い合わせ
※ご関心がある方はお問い合せください。詳細をご案内します。また、詳細を協会ホームページで掲載します（６月上旬予定）。

地域型産業推進課　商い・サービス産業担当　TEL：03-3733-6401お問い合わせ

地域の誇りを区内外に向けて



032017 vol.902

大田のお土産 100選 「賃貸事業所賃料助成」で
経営の安定化を図り複数の店舗出店を狙う

新規事業のご紹介

フードビジネス商品磨き上げ事業
～食品事業者の商品開発・改良を後押しします

「これぞ大田のお土産！」という製品・商品を選ぶ！　（公財）大田
区産業振興協会では、平成 28年度から【大田のお土産 100選】表彰
事業を実施しています。大田のお土産にふさわしい製品・商品を選定
し、区内外へ広く PRを行い、地域経済の活性化と賑わいの創出に繫げ
ることが目的となっています。今回は JR 蒲田駅の商業施設で開催され
た即売イベントを中心にレポートいたします。

「賃貸事業所賃料助成」は大田区内で創業期の経営を安定させるために賃貸事業所の賃料の一部を助成する制度です（月額賃料
の 1/3、限度 4万円。区内商店街空き店舗及び製造業の場合は 1/2、限度 8万円。助成期間 1年。飲食店など対象外業種あり）。
今回は当助成にお申し込みいただいた株式会社Torch.company の代表取締役CEO、川端慎之介さんから話を伺いました。

主に食品加工に携わる事業者を対
象に、首都圏のバイヤー等をアドバイ
ザーに迎え、商品に関する磨き上げ（商
品開発・改良）を主目的とした講習・
助言を行います。既存商品・資源から
新商品の開発。または、既存商品をも
とに、包装デザインや形状、
味の改良を目指します。

即売イベントは、大田区政 70 周年
記念事業として開催された「おおた
の文化フェア in グランデュオ」
の一環として 3月 1日～ 14 日
に実施されました。【大田のお
土産 100 選】を受賞した 4 事
業者が出店し地下一階の食品売
り場特設コーナーで販売。会場初
日は大田区長も会場を訪れました。

また、長期間お店を空けられない事
業者さんのために、3月 10日～ 12日の

３日間限定で 3階東西連絡通路にて商品販
売会を開催。9事業者が出品し、3日間とも完

売になりました。特に初日は開場前から長蛇の
列ができ短時間で売り切れに。期間中、区内外から大勢

のお客様が来店され、地域で愛される大田の製品・商品に対
する高い関心がうかがえました。

即売イベントに参加した「守半海苔店」は、大森で明治 34
年に開店し今年で 116 年を迎える老舗です。「大森の海苔の
歴史」を広く知ってもらうため、【大田のお土産 100選】に応
募しました。的場さんはイベントへの参加について「今までは

ほとんど催事出店をしていませんでしたが、
受賞を機に出店を決めました」とのこ
と。今後も大田区にゆかりのある
イベントに参加するなど販路
拡大を目指しています。

同じく、同会場に出店
した「エッグセレント」
の主力商品は新鮮な卵
を使った本格エッグタ
ルトです。羽田空港に店
舗を構え、大田区の町工
場で特注製造されたタル
ト型を使用して店内で焼き

上げています。今
回の出店は実演販売とし、
店舗と同じ焼きたてを提供していました。神宮司さんは「【大
田のお土産 100 選】に選ばれプロモーションの効果もあり、
来店するお客様は増えています」と効果を実感しています。

上質な甘納豆で知られる「谷口商店」のブース前は多くの人
で賑わっていました。「蒲田を心底愛している」という谷口さ
んは、「甘納豆が大田区のブランドとして認知され、PTAや敬
老会から注文が来ている」といいます。受賞特典のパネルは店
舗の目立つところに飾り、甘納豆が大田区のお土産であるこ
とを PR しています。甘納豆を通
じて「蒲田のオヤジや生産農
家のぬくもりを感じても
らえればいいね」と言
います。

コックコート姿
で立ち、主力商品の
ティラミスを販売し
ていたのは株式会社
都MIYAKO の鈴木さ
ん。店舗は穴森稲荷にあ
り、ティラミスの製造、販売
を行っています。受賞商品の「も
う一度食べたくなるティラミス」は洋生菓子で
ありながら冷凍保存ができ、自宅で食べる以外
にギフトや手土産としても適しています。「大田区で
生まれ育った私にとって、今回の受賞は特別です」と鈴木さん
は言います。

今年度も（公財）大田区産業振興協会では【大田のお土産
100 選】にご応募いただく事業者を募集しています。受賞者
には表彰特典として紹介パンフレットや特設ウェブサイト掲
載など、様々なプロモーションが行われます。さらに最優秀
賞、優秀賞、奨励賞を受賞した事業者には賞金が贈られます。

川端さんは、大学の後輩でパン職
人の松本喜樹さんと共に株式会
社Torch.company	を 2014 年
9月に設立し、現在、蒲田でベー
カリーを経営しています。会社
設立から 3カ月後の開店を計画
し、10月に物件契約と店舗デザイ

ン契約、また金融機関から融資を取り
付けました。計画通り、12 月に「Torch.

bakery」としてプレオープンし、翌年 1月にグランドオープ
ンに至りました。
川端さんは会社設立時から多店舗展開を考えており、その
ためにはベーカリーの経営を安定させることが必要でした。
そこで大田区産業振興協会の賃貸事業所賃料助成を申請しま

した。「賃貸事業所賃料助成制度により、お店の賃料を助成し
ていただくことで、経費のうち固定費を抑えることができま
す。固定費を抑えることができれば見込める利益が多くなり
再投資がしやすくなります」。
お店のオープンから 3年目に
入った今年 2月、川端さんは
大田区内で 2店舗目の開
業に向けて準備中です。
「毎年 1 店舗のペース
でオープンするのが理
想」と語る川端さん、
ますます大田区に賑わ
いをもたらす存在とな
るでしょう。

エッグタルトを
焼く型は

大田区の町工場で
作られた

谷口さんの
甘納豆には多数の
ファンがいる

Image

株式会社都
MIYAKO

「もう一度食べたく
なるティラミス」　
販売の様子

守半海苔店
「やきのり食べきり
5枚入り10パック・

巾着袋入」

株式会社Torch.company
【URL】http://www.torch.company/
【住所】東京都大田区西六郷 1-2-14
【電話】03-6424-5929

株式会社Torch.company　
松本COO（左）と川端CEO（右）

「オープン前から多店舗展開を視野に」

食品事業者が
販路拡大を見据え、
商品力・販売力の向上
を目指す事業です。

１コースにつき
１人のアドバイザーが、
それぞれ得意とする市場
をテーマに講習・助言を

行います。

食品事業者は自社の
資源や既存商品から、
商品開発・改良を
試みます。
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的

ニーズに応じて
複数の
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３回程度
バイヤー等が
講習・助言

市場に合う
商品のアレンジ

商品の採用から
継続的な取引へ

本
事
業
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内
容

Point

申込方法、募集時期などは当協会ホームページよりお知らせします。募 集 時 期

ものづくり・イノベーション推進課　イノベーション創出担当　TEL：03-3733-6294お問い合わせ

5月31日締切。詳細はhttp://www.pio-ota.jp/news/2017/03/post-305.html募 集 時 期

地域型産業推進課　地域産業プロモーション担当　TEL：03-3733-6476お問い合わせ
※ご関心がある方はお問い合せください。詳細をご案内します。また、詳細を協会ホームページで掲載します（６月上旬予定）。

地域型産業推進課　商い・サービス産業担当　TEL：03-3733-6401お問い合わせ

地域の誇りを区内外に向けて



2020年東京オリンピック・パラリンピックまであと3年になりました。
羽田空港がある大田区の商業・サービス事業者の皆様にとっ
て、国内外からの来訪者をターゲットとした事業展開を行う
チャンスとなっています。今号の「あきnow」は（公財）大田
区産業振興協会の支援事業を活用し、成長に繋げた大
田区内の事業者様にお話を伺いました。お店を「良くし
て」・「知らせて」売れる店にするために、当協会の事業を
ご活用ください。

3	株式会社エッグセレント
	 東京都大田区羽田空港 3-4-2
	 第 2 旅客ターミナル B1　
	 TEL:03-6428-9089

4	有限会社谷口商店
	 東京都大田区蒲田 3-17-16　
	 TEL:03-3735-0123

5	株式会社守半海苔店
	 東京都大田区大森北 1-29-3　
	 TEL:03-3761-4077

6	株式会社都MIYAKO　
	 催事出展の様子
	 東京都大田区羽田 3-17-6　
	 TEL:03-3741-1275

「大田のお土産 100 選」
地域の誇りを区内外に向けて

「賃貸事業所賃料助成」で
　経営の安定化を図り
　　　複数の店舗出店を狙う

フードビジネス商品
磨き上げ事業

　　　～食品事業者の
　　　　　　商品開発・改良を
　　　　　後押しします～

012017 vol.904 2017 vol.9

大田区産業振興協会の
事業にご関心のある方

http://www.pio-ota.jp/ 

「あき now」 についてのお問い合わせ

大田区産業振興協会事業のご紹介
大田区産業振興協会では、様々な商業・サービス業向けの事業をご用意しております。

「お店の魅力をアップしたい」「人材を確保したい」等、皆さまの声に応える事業をご案内します。

株式会社Torch.company

大田区産業振興協会

9vol.

2017

貴店の魅力を教えてください
OTA! いちおしグルメ　表彰候補店募集
応募部門は２つ。料理・店舗の雰囲気・サービスなどあらゆる面で
高品質の「総合部門」と、味や独創性に優れた「こだわり部門」が
あります。表彰店舗はリーフレットと特設ホームページでPRします。

対象 大田区内の飲食店
締切 5月31日（水）
担当 商い・サービス産業担当　☎03-3733-6401
HP http://www.pio-ota.jp/ichioshi/2017bosyu.html

申込方法 申込書と写真（外観・内観）をお送りください

社長！その悩みを解決しませんか？
ビジネスサポート相談
経営や商売上の問題・課題が生じたらご利用ください。約 100人

のビジネスサポーターの中から相談内容に相応しい専門家が無料でア
ドバイスを行います。

対象 大田区内の中小企業・個人事業主・有限責任事業組合等
時期 通年
担当 経営サポート担当　☎03-3733-6144
HP http://www.pio-ota.jp/business-consulting/business-support-services.html

申込方法 申込書を郵送またはFAX

人材確保に福利厚生の充実を
大田区勤労者共済
大田区勤労者共済は、余暇を楽しむ様々なサービスや各種慶弔見
舞金によって中小企業で働く方の福利厚生を応援します。

対象 大田区内の中小企業・自営業の事業主と従業員、 
区外中小企業で働く区民

時期 通年
担当 勤労者共済担当　☎03-3733-6107
HP http://www.pio-ota.jp/fureai/
会費 入会金200円　月会費500円

ホームページ・パンフレットデザインはお任せください
デザイン工房
デザイン工房はデザインを専門とする相談員が皆様の PRツール作
成のお手伝いをします。

対象 大田区内の中小企業・個人事業主
時期 毎週火・水・金（10:00～11:45/13:00～14:45/15:15～17:00）

相談料 1回5,400円
担当 経営サポート担当　☎03-3733-6144
HP http://www.pio-ota.jp/pr/pio-design-workshop.html

申込方法 電話にて予約

お客様に直接コンタクト
おおた商い（AKINAI）・観光展 2017
大田区の商店・企業・団体を中心に、「商い・観光・匠」といった

大田区の魅力を来場者に紹介する展示会です。
対象 食品・日用品等の生産・販売を行う大田区内の商店・企業
時期 5月～7月に募集　※10月14日（土）・15日（日）開催

担当 商い・サービス産業担当　　☎03-3733-6401
HP http://www.pio-ota.jp/a-fair/2017/

申込方法 申込書を郵送またはFAX

巡回訪問ご対応のお願い
あきない活性化コーディネーター巡回
商売に関するご意向や目標、お店についてお伺いします。様々な

ご相談に応じ、助言を行います。コーディネーターがお伺いした際に
は是非お話を聞かせてください。

対象 大田区内の商業・サービス業事業者
時期 通年
担当 商い・サービス産業担当　☎03-3733-6401
HP なし

申込方法 なし

その仕事　内職で！
内職相談窓口
簡易作業＝「手作業・単純作業」を、区内在住の内職希望者に任

せてみませんか？		急に作業が発生したときだけでも、長期間でも、
ご利用可能です！

対象 大田区内外の中小事業者
登録受付 月～金（祝日・年末年始を除く）　9:00～12:00 / 13:00～17:00
担当 内職相談窓口　☎03-3733-6109
HP http://pio-ota.jp/human-resources/naishoku.html

申込方法 電話またはHP

個人情報の取り扱いについて ※公益財団法人大田区産業振興協会は、各種支援事業へお申し込みの際に提出された個人情報について、以下の目的以外に利用することはございません。
・	お申し込みいただいた事業についてのご連絡　・	当協会の催す関連事業（セミナー・展示会等）のご案内

地域型産業推進課　商い・サービス産業担当
TEL:03-3733-6401
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